
●
選
考
委
員

■
科
学
技
術
部
門
森
脇
俊
道

真
山
滋
志

薄
井
洋
基

く
工
学
博
士
・
神
戸
大
宝
学
部
応
用
化
学
科
〉
請
暇
顕
巷

■
文
化
芸
術
部
門

田
中
ひ
な
子

第
刀
回
／
，
肥
年
度
一
受
賞
者
発
表

〈
作
家
〉

●
●
●
●
●
●
●
Ｇ
●
巳
■
●
■
●
●
■
凸
●
●
■
●
●
■
凸
■
●
●
■
●
■
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
ｅ
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
■
●
●
白
■
●
白
■
●
●
●
■
●
●
■
●
■
●
●
■
●
●
■
■
■
●
●
■
●
●
●
●
■
■
●
●
ｅ
●
●
ゆ
●
●
●
●
●
ｅ
●
●
ｐ
●
●
●
■
●
●
■
●
●
●
●
●
。
●
●
●
■
●
■
●
■
■
●
●
め
■
●
●

ｆ
・
■
Ｄ
●
●
■
申
Ｄ
・
ｐ
・
●
●
、
白
●
白
。
■
０
。
●
■
・
●
■
●
。
■
ロ
・
●
●
●
●
●
●
●
●
ｅ
●
。
■
毎
●
⑰
●
●
●
●
●
＄
●
●
●
・
●
。
●
●
●
。
●
、
●
。
●
ロ
●
。
。
●
●
●
●
●
●
。
。
①
●
●
。
●
●
●
②
●
●
●
●
．
●
●
●
●
●
●
●
●
●
凸
●
●
●
＄
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
。
●
●
●
。
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
ぜ
●
。

〈
作
家
〉

〈
作
家
〉

〈
作
家
〉

戦
後
、
日
本
の
復
興
と
繁
栄
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
三
洋
電
機
株
式
会
社
の
創
設
者
、
故

井
植
歳
男
氏
の
遺
志
に
よ
り
、
昭
和
“
年
ｎ
月
に
「
財
団
法
人
井
植
記
念
会
」
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
同
会
は
、
兵
庫
県
在
住
、
ま
た
は
ゆ
か
り
の
あ
る
個
人
、
あ
る
い
は
団
体
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
で
目
覚
し
い
活
躍
を
さ
れ
た
り
、
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
方
（
団
体
）
の
功
績
を
賛

え
、
地
域
社
会
の
よ
り
い
っ
そ
う
の
発
展
に
寄
与
し
た
い
と
、
昭
和
妃
年
に
「
井
植
文
化
賞
」

を
制
定
し
ま
し
た
。

第
”
回
の
今
年
の
６
部
門
の
受
賞
者
は
、
選
考
の
結
果
、
次
の
と
お
り
に
決
定
し
ま
し
た
。

受
賞
者
に
は
ラ
イ
オ
ン
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
と
、
副
賞
と
し
て
賞
金
（
個
人
釦
万
円
、
団
体
別
万
円
）

が
贈
ら
れ
ま
す
。

第
”
回
井
植
文
化
賞
表
彰
式
平
成
姐
年
ｎ
月
岨
日
（
土
）
午
前
Ⅲ
時
釦
分
か
ら

■
（
財
）
井
植
記
念
会

神
戸
市
垂
水
区
青
山
台
１
．
迦
・
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
７
５
１
．
５
２
１
６

〈
神
戸
大
学
工
学
部
長
〉

〈
神
戸
大
学
農
学
部
長
〉

〈
神
戸
大
学
医
学
部
長
〉

〈
神
戸
新
聞
社
取
締
役
〉

イ
●
選
考
委
員

島
京
子

竹
内
和
夫

野
元
正
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●
選
考
委
員

村
井
顕
彦
〈
ラ
ジ
オ
関
西
代
表
取
締
役
社
長
〉

原
口
洋
一
〈
Ｎ
Ｈ
Ｋ
神
戸
放
送
局
長
〉

上
羽
慶
市
〈
神
戸
新
聞
社
論
説
特
別
顧
問
〉

伊
●
。
●
●
●
●
Ｂ
Ｄ
ｅ
●
■
●
●
Ｄ
Ｄ
Ｃ
●
●
、
●
●
。
Ｄ
●
、
●
、
●
ロ
・
ロ
●
●
●
ロ
●
●
●
●
●
．
●
。
●
●
●
．
。
●
●
。
●
●
。
。
●
●
●
●
あ
ひ
●
●
●
●
●
。
●
●
●
①
●
●
●
●
・
●
。
、
。
●
●
●
ロ
●
①
●
●
●
●
。
□
■
●
。
●
・
ロ
。
ｅ
■
●
。
●
●
●
●
●
●
●
●
。
●
●
・
●
●
白
＆
白
■
●
●
●
。
●
●
ロ
■
●
●
ｃ
ｏ
ｏ
・
●
。
●
●
。

■
■
●
●
丹
●
Ｂ
■
Ｕ
０
ｅ
ｐ
■
■
じ
じ
●
●
■
ｐ
Ｄ
ｐ
●
●
●
ｐ
●
■
●
■
■
印
。
●
●
句
●
■
●
。
●
●
●
■
●
●
●
■
●
■
白
■
■
●
●
■
●
●
■
②
●
●
①
●
●
●
●
、
●
Ｂ
ｂ
■
●
■
●
●
■
■
■
■
■
申
●
●
巳
●
●
●
●
●
凸
●
ｑ
●
●
●
●
●
●
●
ｐ
●
■
●
●
●
■
●
■
申
。
●
■
■
●
■
■
●
■
ｐ
ｄ
ａ
ｑ
■
巳
■
■
●
■
■
Ｇ
巳
■
Ｇ
ｅ
Ｇ
凸
●
■
字
●
凸

。
●
も
●
■
ｂ
■
●
■
■
■
■
■
■
●
■
■
■
ｐ
■
■
ゆ
じ
■
●
■
、
＄
■
●
●
●
●
●
■
■
ロ
。
●
■
●
■
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
。
●
■
ｅ
●
●
”
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
■
●
●
●
■
ｑ
■
ｑ
ｇ
０
ａ
ｏ
Ｏ
０
■
●
●
●
Ｇ
Ｃ
Ｃ
９
０
句
●
０
６
０
●
６
０
■
●
■
ｐ
ｂ
ｐ
ｇ
■
■
ｑ
●
■
●
●
■
●
■
●
■
●
●
●
●
●
●
■
●
●
Ｑ
●
●
●

〈
神
戸
市
国
際
協
力
交
流
セ
ン
タ
ー
専
務
理
事
〉

●
Ｇ
●
●
①
●
●
■
●
。
。
●
■
●
●
■
●
。
。
●
■
■
●
●
●
●
勺
■
●
●
●
●
●
。
●
●
●
●
白
色
●
●
●
ｑ
■
●
◆
●
由
①
、
ｅ
■
●
ｐ
■
●
●
■
●
●
●
●
●
●
い
●
●
●
●
●
●
●
●
●
車
●
●
●
■
■
●
●
●
①
■
●
ｐ
●
■
０
曲
●
●
■
。
●
ｑ
①
■
●
●
■
●
●
ｅ
■
■
●
●
●
●
＆
。
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
ｅ
●
⑥
●
●
色
。
ｐ
●
申
●
●
●
●
。
●
●
■

（
順
不
同
）

6５

主
催
・
財
団
法
人
井
植
記
念
会

■
社
会
福
祉
部
門

神
戸
コ
ス
モ
ス

〈
監
督
・
岩
崎
広
司
〉

●
選
考
委
員

林
五
和
夫〈
ふ
る
さ
と
ひ
ょ
う
ご
創
生
塾
塾
長
〉

並
川
明
子

〈
兵
庫
県
教
育
委
員
会
委
員
長
・
和
弘
学
園
理
事
長
〉

小
泉
美
喜
子
〈
月
刊
神
戸
っ
子
編
集
長
〉

●
選
考
委
員

西
田
裕
〈
兵
庫
県
国
際
政
策
課
国
際
交
流
局
長
〉

住
野
和
子
〈
榊
奉
列
川
元
恥
妙
元
辱
勃
鋤
匠
垂
缶
叫
〉

石
坪
正
之

■
国
際
交
流
部
門

特
定
非
営
利
活
動
法
人

ブ
レ
ー
ン
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
－

〈
代
表
・
能
島
裕
介
〉

■
地
域
活
動
部
門

垂
水
生
活
文
化
協
会

〈
会
長
・
堀
口
東
四
郎
〉

■
報
道
出
版
部
門

神
戸
新
聞
写
真
部

〈
部
長
・
清
田
哲
士
〉

、
選
考
委
員

野
上
文
夫
〈
平
安
女
学
院
大
学
教
授
〉

橋
本
明
〈
家
庭
養
護
促
進
協
会
事
務
局
長
〉

森
本
章
夫
〈
神
戸
新
聞
社
論
説
委
員
長
〉
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秘
』
州

第
”
回
井
植
文
化
賞

～
文
化
芸
術
部
門
～

日
本
人
の
心
を
感
じ
る
繊
細
な
感
性
⑳
選
考
委
員

島
京
子
〈
作
家
〉

田
中
ひ
な
子
熱
和
睦
蕊

Ｍ
帽
楯
Ⅳ
把
旭
加
副
堕
鵡
劉
泌
躯

●受賞者ﾒﾓﾘｱﾙ’
１河口龍夫〈現代美術〉

２山田幸平〈作家〉

３繊井和子（ピアニスト〉

４荒木高子〈陶芸家〉

５多田智満子〈詰人＞

６田原宙子くピアニスト〉

７昇外菱〈酉家〉

８安水稔和〈時人〉

９延原武春〈指揮者〉

１０山沢栄子〈写爽家〉

１１神戸灘ライオンズクラブ

１２青木はるみ<誌人〉

１３今竹七郎〈ゲﾗﾌｨｯｸデザイナー〉

鼎溌
l鱗
帝 '1AＩ

菅沼調〈演出家〉

宇江敏勝〈作家〉

光安蕊光〈迎築家〉

大前哲〈作曲家>

鈴木蕊<詩人＞

畑本昭三〈前衛美術〉

甲南高等学校貴志康一記念室

佐伯敏光

柿秘室二〈彫刻家〉

鈴木雅明く指揮者〉

時里二郎〈詩人＞

小曽根武〈ジｬスミュージシャン〉

山田怖二〈淡路瓦師〉

国
選
考
経
過

今
年
は
若
手
よ
り
も
経
験
を
積
ん
だ

書
き
手
が
多
く
推
薦
さ
れ
た
。

現
職
の
医
師
に
よ
る
異
色
の
医
療
ミ

ス
テ
リ
ー
「
廃
用
身
」
の
久
坂
部
羊
氏
、

芥
川
賞
に
も
二
回
候
補
と
な
り
大
阪
文

学
協
会
理
事
を
つ
と
め
「
不
機
嫌
の
系

譜
」
を
出
版
し
た
ば
か
り
の
木
辺
弘
児

氏
、
総
合
文
芸
誌
「
播
火
」
な
ど
で
小

説
・
エ
ッ
セ
ー
を
執
筆
、
空
襲
で
他
界

し
た
両
親
を
自
分
の
手
で
葬
っ
た
経
験

を
伝
え
る
「
ふ
た
筋
の
煙
ｌ
父
と
母
を

焼
い
た
日
」
で
神
戸
新
聞
文
芸
年
間
優

秀
作
品
賞
を
受
け
た
木
村
和
男
氏
、

「
ひ
な
の
四
季
」
の
田
中
ひ
な
子
氏
の

名
が
あ
が
っ
た
。

中
で
も
特
に
「
善
意
通
訳
」
で
直
木

賞
候
補
に
も
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
田
中

ひ
な
子
氏
の
評
価
が
高
く
今
回
の
受
賞

と
な
っ
た
。

文
化
芸
術
部
門
は
美
術
、
文
学
、
音

楽
が
毎
年
交
替
制
で
選
考
が
行
わ
れ
、

今
回
は
文
学
関
係
か
ら
の
選
考
と
な
っ

た
。
受
賞
作
『
ひ
な
の
四
季
』
は
、
主
と

し
て
世
紀
末
か
ら
新
し
い
世
紀
に
か
け

て
三
年
間
、
京
都
新
聞
の
「
四
季
折
々
」

「
四
季
の
エ
ッ
セ
イ
」
に
連
戦
さ
れ
た

も
の
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
京
都

郊
外
、
洛
南
の
ま
だ
残
っ
て
い
る
ひ
な

び
た
風
景
・
風
物
な
ど
を
作
者
の
日
常

生
活
と
絡
め
て
繊
細
な
感
性
で
綴
っ
た

ほ
の
か
に
心
温
ま
る
好
エ
ッ
セ
イ
と
い

え
る
。
そ
の
洗
練
さ
れ
た
文
章
は
新
聞

掲
載
中
か
ら
外
国
人
の
日
本
語
テ
キ
ス

ト
と
し
て
も
使
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。

ま
た
、
こ
の
作
品
集
に
は
、
混
沌
と

し
た
現
坐
恥
吐
云
に
お
い
て
私
た
ち
が
と
っ

く
に
忘
れ
て
し
ま
っ
た
、
季
節
の
移
る

い
と
と
も
に
日
々
の
生
活
を
生
き
て
き

た
日
本
人
の
心
が
息
づ
い
て
い
る
。
そ

う
い
う
意
味
で
も
、
こ
の
作
品
群
を
二

十
一
世
紀
初
頭
の
今
、
時
宜
を
得
た
秀

作
と
し
て
推
奨
し
、
さ
ら
な
る
活
躍
を

期
待
し
た
い
。
〈
野
元
正
〉

既刊本の数々 受賞作『ひなの四季』（編集工房ノア）

6６
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③
選
考
委
員

森
脇
俊
道
〈
神
戸
大
学
工
学
部
長
〉

真
山
滋
志
〈
神
戸
大
学
農
学
部
長
〉

守
殿
貞
夫
〈
神
戸
大
学
医
学
部
長
〉

前
川
昌
夫
〈
神
戸
新
聞
社
取
締
役
〉

6７

７

物
を
運
ぶ
と
き
に
水
と
一
緒
に
流
し

た
ら
、
少
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
た
く
さ

ん
の
物
を
運
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
例
え

ば
泥
水
や
お
粥
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
懸

濁
液
の
こ
と
を
、
専
門
用
語
で
ス
ラ
リ
ー

と
い
い
、
薄
井
教
授
は
、
こ
の
ス
ラ
リ
ー

な
ど
の
流
体
坐
Ｊ
的
な
特
性
（
レ
オ
ロ
ジ
ー

特
性
）
に
関
す
る
研
究
で
は
、
わ
が
国

を
代
表
す
る
世
界
的
な
権
威
で
あ
る
。

特
に
ス
ラ
リ
ー
の
製
造
、
輸
送
・
貯
蔵

技
術
に
関
し
て
、
理
論
な
ら
び
に
実
験

流
体
学
的
な
特
性
（
レ
オ
ロ
ジ
ー
特
性
）

に
関
す
る
研
究
の
世
界
的
権
威

薄
井
洋
某

～
科
学
技
術
部
門
～

第
”
回
井
植
文
化
賞

実験中の薄井洋基教授

的
な
研
究
で
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
お

り
、
そ
の
研
究
成
果
は
関
連
の
学
会
か

ら
も
高
く
評
価
さ
れ
、
多
く
の
賞
を
受

け
て
い
る
。

薄
井
教
授
の
最
近
の
興
味
あ
る
研
究

成
果
の
一
つ
と
し
て
、
氷
の
微
粒
子
を

水
と
混
ぜ
た
懸
濁
ス
ラ
リ
ー
を
潜
熱
輸

送
媒
体
と
し
て
工
業
用
に
利
用
す
る
研

究
が
あ
る
。
具
体
的
に
は
こ
の
ス
ラ
リ
ー

を
パ
イ
プ
を
使
っ
て
必
要
な
と
こ
ろ
に

輸
送
し
、
そ
の
潜
熱
を
利
用
し
て
ピ
ル

な
ど
の
冷
暖
房
に
利
用
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
同
教
授
は
輸
送
に
お
け

る
流
動
抵
抗
を
低
減
し
、
わ
ず
か
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
冷
暖
房
を
可
能
と
す
る
技

術
を
開
発
し
た
。
そ
し
て
そ
の
た
め
の

実
証
プ
ラ
ン
ト
を
、
神
戸
市
が
建
設
し

神
戸
大
学
と
の
共
同
研
究
に
提
供
し
て

頂
い
て
い
る
復
興
支
援
工
場
内
の
実
験

室
に
設
置
し
、
地
域
と
の
産
学
連
携
に

も
貢
献
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
薄
井

教
授
の
研
究
成
果
は
、
学
術
上
の
み
な

ら
ず
実
用
面
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
て

お
り
、
井
植
文
化
賞
（
科
学
技
術
部
門
）

に
値
す
る
。
〈
森
脇
俊
道
〉

'4安田武司<熱帯有用植物学>

１５度畑和志〈整形外科学〉

１６神鳥安啓〈応用科学＞

'７加憲拝由郎〈生殖生物学＞

１８天津睦雄〈耳鼻咽暖学〉

１９山本恵一〈耐子工学〉

２０真山滋志〈植物病理学〉

２１水野耕作〈整形外科学＞

２２森睡棒壷〈糖密エ学〉

２３上坪宏道〈加速器物理＞

２４春日雅人<糖尿病治疲の研究〉

２５大塚紘雄牲物議癌鋤ｻｲｸﾙ化硫〉

2６富永圭介〈ﾌｫﾄサイエンス研究〉

９

１０

１１

１２

１３

国
選
考
経
過

本
年
も
工
学
、
医
学
、
農
学
な
ど
の

分
野
か
ら
、
い
ず
れ
も
世
界
的
に
活
躍

す
る
著
名
な
研
究
者
が
何
人
か
推
薦
さ

れ
、
選
考
委
員
会
で
は
大
変
頭
を
悩
ま

せ
た
。
そ
の
理
由
は
異
な
っ
た
分
野
の

方
々
を
比
較
す
る
こ
と
は
大
変
困
難
で

あ
る
こ
と
に
よ
る
。
そ
こ
で
今
回
は
、

研
究
内
容
や
、
社
会
貢
献
な
ど
も
加
味

し
て
、
工
学
の
分
野
か
ら
推
薦
す
る
こ

と
を
決
め
、
結
果
と
し
て
全
員
一
致
で

薄
井
教
授
が
候
補
者
と
し
て
選
ば
れ
た
。

な
お
こ
れ
ま
で
候
補
と
し
て
推
薦
さ

れ
た
方
々
の
お
名
前
を
、
選
考
経
過
の

中
で
明
ら
か
に
し
て
い
た
が
、
異
な
る

分
野
の
方
々
で
あ
り
、
お
名
前
を
出
す

こ
と
は
か
え
っ
て
失
礼
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
か
ら
、
選
考
途
中
で
推
薦
さ

れ
た
方
々
の
お
名
前
は
、
こ
れ
か
ら
は

公
表
し
な
い
こ
と
と
し
た
。

樫井審輔<岩盤力学＞

杉山武散〈遺伝子学＞

＋用穴信〈農芸化学ウ

蝿田勝次〈都市計画・建築学〉

沢村賊志〈障害者の社会復帰〉

安薩pq-〈音羅の研究〉

辻荘一〈家畜育種学〉

西塚泰美〈生化学〉

中岡睦雄<ﾜー ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ〉

滑水晃〈敵生物生態学〉

岡田安弘〈脳機能生理学〉

更谷伸幸〈計測エ学〉

田中千賀子〈薬理学〉

●受賞者ﾒモリアル
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神戸いのちの電話

賀川配意随

点訳ボランティアグループ連縞会

KOB臼圧宅ケアポﾗﾝﾃｨｱグループほほえみ

楢崎茂登子

楽団あぶあぶあ

神戸ライフ・ケアー協会

神戸新聞厚生事業団

鈴木郁

ボランティアグループやすらぎ

メインストリーム桧会

木村佳友

家庭謎醗偲推漉今

魂

GI

の
ヴ

５
６
７
８
９
旧
佃
咽
耐

～
社
会
福
祉
部
門
～

第
”
回
井
植
文
化
賞

障
害
者
野
球
の
パ
イ
オ
ニ
ア

神
戸
コ
ス
モ
ス

’舟
当
’
当
’

難戦

神戸いのちの電話

賀川配意随

点訳ボランティアグループ連縞会

KOB臼圧宅ケアポﾗﾝﾃｨｱグループほほえみ

楢崎茂登子

楽団あぶあぶあ

神戸ライフ・ケアー協会

神戸新聞厚生事業団

鈴木郁

ボランティアグループやすらぎ

メインストリーム桧会

木村佳友

家庭謎醗偲推漉今

ｒ

Ｆン？

福来四郎

小畑延子

神戸市方方年芸謹学校

春本幸子

富永繁男

神戸大学滑護ボランティア

米田寛子

神戸東部地域入浴サービス実施委員会

涌井安太郎

山本博紫

エリア会OHPこうぺ

堅生Ｒありがとう運動

兵庫ポﾗﾝﾃｨｱ協会

●受賞者メモリアル’

１福来四郎

２小畑延子

３神戸市立方年芸講学校

４春本幸子

５富永繁男

６神戸大学滑護ボランティア

７米田寛子

８神戸東部地域入浴サービス実施委員会

９浦井安太郎

１０山本博紫

１１エリア会OHPこうぺ

１２医生日ありがとう運動

13兵庫ポﾗﾝﾃｨｱ協会

(ﾘパｑ

望

『ピー

壷;届

ｑ

＝,！

●
選
考
委
員

野
上
文
夫
〈
平
安
女
学
院
大
学
教
授
〉

橋
本
明
く
家
庭
錠
亜
促
進
協
会
砺
務
局
長
〉

森
本
章
夫
〈
神
戸
新
聞
社
鎗
脱
委
員
長
〉

■
選
考
経
過

今
年
は
、
長
年
の
功
労
へ
の
評
価
が

高
い
兵
庫
県
お
も
ち
ゃ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

を
は
じ
め
、
障
害
者
の
団
体
を
調
整
す

る
支
援
を
行
な
う
『
ひ
ょ
う
ご
ヘ
ル
プ

支
援
セ
ン
タ
ー
グ
ル
ー
プ
』
、
子
ど
も

へ
の
虐
待
、
暴
力
を
未
然
に
防
ぐ
活
動

に
力
を
入
れ
て
い
る
森
田
ゆ
み
氏
主
宰

『
Ｃ
Ａ
Ｐ
セ
ン
タ
ー
ジ
ャ
パ
ン
』
、
竹
中

ナ
ミ
氏
が
中
心
に
、
障
害
を
持
っ
た
子

供
た
ち
の
作
業
所
や
働
く
場
所
を
提
供

す
る
活
動
を
広
げ
る
『
プ
ロ
ッ
プ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
』
が
候
補
に
あ
が
っ
た
。
特
に

『
神
戸
コ
ス
モ
ス
』
の
公
式
戦
百
連
勝

に
注
目
が
集
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
の

あ
る
人
が
楽
し
ん
で
ス
ポ
ー
ツ
に
参
加

し
て
い
る
『
神
戸
コ
ス
モ
ス
』
に
受
賞

が
決
定
し
た
。

叫
旧
旧
而
旧
旧
加
創
四
四
四
妬
貼

２
３

叫
旧
旧
而
旧
旧
加
創
四
四
四
妬
貼
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松島輿治郎

山村留学制度

山村硝子株式会社

曲淡路青年会醗所

保健医療福祉ＩＣカードシステム麗発検討委員会

情報センター

洋菓子KoRF展

戸谷松司

中西通

宝塚NPOセンター

愛田清市

横谷温子

一絃須磨琴保存会

お
よ
そ
三
十
年
前
の
区
民
会
議
か
ら

現
在
の
ま
ち
づ
く
り
会
議
ま
で
、
神
戸

一
〃
住
み
よ
い
ま
ち
″
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
活
動
し
て
き
た
各
団
体
代
表
者

〃
文
化
の
薫
り
高
い
ま
ち
に
“

垂
水
生
活
文
化
協
会

～
地
域
活
動
部
門
～

第
”
回
井
植
文
化
賞

●受賞者メモリアル

『」

１城崎郡日高町

２明石市民のコミュニティ活動

３－宮町文化嫁今

４尼崎郷十吏研究会

５尻池南部逃灰自治連合惚購会

６月刊神戸っ子

７明延ふるさとづくりの会

８ＫＩＣＳ

９丸山坤灰伴民自治協醗会

１０アンドレ・ブリューネ

１１神戸新聞文化センター

１２尼崎市演劇連絡鰯賎会

１３ブナを植える会

回
選
考
経
過

今
回
は
但
馬
の
芸
術
文
化
の
振
興
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
た
和
田
隆
男
氏
の
各

方
面
に
わ
た
る
活
動
歴
が
注
目
さ
れ
た
。

ま
た
兵
庫
県
い
け
ば
な
協
会
の
五
十
年

の
長
き
に
わ
た
る
活
動
も
話
題
と
な
っ

た
。

そ
の
他
各
地
域
の
活
動
団
体
が
候
補

に
挙
が
っ
た
が
、
昨
年
も
そ
の
活
動
が

注
目
さ
れ
た
垂
水
生
活
文
化
協
会
（
会

長
堀
口
東
四
郎
）
が
設
立
十
周
年
を
迎

え
、
八
年
間
の
短
歌
。
俳
句
・
川
柳
の

公
募
入
選
作
品
を
こ
の
ほ
ど
出
版
さ
れ

た
。
毎
年
新
た
な
工
夫
を
加
え
地
域
文

化
の
振
興
に
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
た

こ
と
を
高
く
評
価
し
全
員
一
致
で
決
定

し
た
。

井植記念館で行われた「描
こうｌたるみのまち写生大
会」での入賞者表彰式

『たるみ平成万葉集』短歌の部の入選者と共に

が
、
互
い
に
協
力
し
一
層
文
化
活
動
を

盛
ん
に
し
て
更
に
文
化
の
薫
り
高
い
ま

ち
に
し
よ
う
と
、
平
成
六
年
三
月
、
堀

口
東
四
郎
氏
を
中
心
に
垂
水
生
活
文
化

協
会
を
設
立
さ
れ
て
十
年
。
毎
年
秋
に

総
合
文
化
祭
を
開
催
し
て
絵
画
、
書
、

手
工
芸
、
写
真
な
ど
、
区
民
か
ら
公
募

し
て
展
覧
会
を
開
催
、
舞
台
部
門
も
音

楽
や
舞
踊
な
ど
レ
バ
ン
テ
ホ
ー
ル
で
発

表
の
機
会
を
作
っ
て
い
る
。

毎
月
各
方
面
か
ら
講
師
を
招
哨
し
て

講
演
会
を
開
催
し
た
り
、
文
芸
部
門
で

は
平
成
七
年
か
ら
毎
年
公
募
し
て
き
た

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
の
入
選
作
品
を
、

会
の
設
立
十
周
年
の
記
念
に
『
た
る
み

平
成
万
葉
集
巻
第
一
」
と
し
て
ま
と

め
発
刊
さ
れ
た
。
昨
年
か
ら
は
青
少
年

の
部
も
設
け
て
老
若
男
女
そ
れ
ぞ
れ
が

喜
ん
で
参
加
し
て
い
る
。
住
民
が
主
に

な
り
区
役
所
も
陰
か
ら
そ
っ
と
手
伝
う

こ
の
や
り
方
は
、
今
日
理
想
と
さ
れ
る

官
民
協
働
の
先
駆
け
で
あ
り
、
今
後
ま

す
ま
す
協
力
し
て
地
域
文
化
振
興
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。
〈
並
川
明
子
〉

⑳
選
考
委
員

林
五
和
夫
〈
ふ
る
さ
と
ひ
ょ
う
ご
創
生
塾
塾
長
〉

並
川
明
子

〈
兵
庫
県
教
育
委
員
会
委
員
長
・
和
弘
学
園
理
班
長
〉

小
泉
美
喜
子
〈
月
刊
神
戸
っ
子
編
集
長
〉
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まほろば取材班）

私
た
ち
の
周
り
の
自
然
が
、
ど
ん
な

状
況
に
あ
る
の
か
。
環
境
省
が
発
表
し

た
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
を
も
と
に
、

絶
滅
が
危
倶
さ
れ
て
い
る
兵
庫
の
動
植

物
の
「
い
ま
」
を
報
道
し
続
け
た
神
戸

新
聞
写
真
部
の
企
画
連
戦
「
い
の
ち
の

ま
ほ
ろ
ば
ｌ
身
近
な
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
」

が
井
植
文
化
賞
に
選
ば
れ
た
。

つ
い
こ
の
間
ま
で
見
ら
れ
た
草
花
や

虫
た
ち
、
魚
た
ち
が
、
静
か
に
、
駆
け

足
で
姿
を
消
し
て
ゆ
く
。
そ
ん
な
失
わ

れ
ゆ
く
自
然
の
姿
を
記
録
す
る
こ
と
が
、

二
十
一
世
紀
に
つ
な
が
る
手
掛
か
り
に

な
る
ｌ
と
二
○
○
○
年
六
月
に
始
ま
っ

た
写
真
企
画
は
、
自
然
を
守
る
人
々
や

研
究
者
た
ち
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
今

年
三
月
ま
で
計
六
○
回
に
及
ん
だ
。

「
オ
ネ
ガ
イ
、
ソ
ッ
ト
、
シ
テ
オ
イ

テ
」
。
雪
の
下
の
水
辺
か
ら
顔
を
見
せ

た
ア
ベ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
に
レ
ン
ズ
を

向
け
な
が
ら
、
カ
メ
ラ
マ
ン
は
そ
ん
な

声
を
聞
く
。
一
枚
一
枚
の
写
真
に
注
が

れ
る
や
さ
し
い
カ
メ
ラ
の
ま
な
ざ
し
も

評
価
さ
れ
た
。
〈
上
羽
慶
市
〉

挿居」字E哩卑巳マウや『

『"

〃唖"F函ｺ晒壬ｑゴ』唖HfPJ

“?陛昌ﾛﾛ且岸ずゅａ~

↓界,,■山■･哩里今_Ｇｄ'』qf

脚"正一罰些■愁色』■■

絶
滅
が
危
恒
さ
れ
て
い
る
兵
庫

の
動
植
物
の
「
い
ま
」
を
報
道

第
”
回
井
植
文
化
賞

～
報
道
出
版
部
門
～

「
い
の
ち
の
ま
ほ
ろ
ば
ｌ
身
近

な
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
」

神
戸
新
聞
写
真
部

②
選
考
委
員

村
井
顕
彦
〈
ラ
ジ
オ
関
西
代
表
取
締
謬
荘
長
〉

原
口
洋
一
〈
Ｎ
Ｈ
Ｋ
神
戸
放
送
局
屋

上
羽
慶
市
〈
神
戸
新
聞
社
論
説
特
別
顧
固

函
》
》
醇
癖
蝉
翌
》
伝
。
、

開
麗
癖

い
の
ち
の
ま
ほ
為
ぼ

凶
撚
旗
繍
…
卿
，

●受賞者ﾒﾓﾘｱﾙ’
１「あなたの愛の手を」
２神戸空襲を記録する会
３兵庫県学校厚生会／落合重信
４サンテレピ「訪ねてみたい兵庫の
手づくり」／春木一夫
５「兵庫探検」「兵庫史を歩く」
6「兵庫県高齢者放送大学ﾗジｵ認
座l「神戸の中堅150社Ｉ
７神戸新聞淡路総局「淡路祭事記」
８「神戸からこんにちは」
「天津からこんにちは｣

９神栄越郷
１０「私たちの昭和史」
１１ｒパルモア病院日肥」
スタジオTODAYホットに語ろう１

１２「収録港河労働神戸港」
１３「ひょうご経済人100人」

「火輪の海」「メダルは笑

顔に輝いた」
神戸新聞「ゴミ悶題取材班」
「兵庫史を歩く」

「播磨学講座会四巻」
コウペ・ドラマ８

神戸新聞コラム「正平調」
ｒいのち結んで」三条杜夫

「イヌワシを追って」山本

端夫

ＡＭ神戸ｒ風を抱け白鷺城」
NHK神戸放送局「復興'99」
神戸新聞社説「大震災問わ
ずにいられない」

季刊陸「B日ncuU

月刊神戸っ子

国
選
考
経
過

兵
庫
県
の
シ
ニ
ア
の
団
体
「
げ
ん
き

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
」
が
制
作
す
る
シ
ニ
ア
・
高

齢
者
・
介
謹
者
向
け
の
新
し
い
タ
イ
プ

の
ラ
ジ
オ
番
組
「
釦
歳
か
ら
げ
ん
き
Ｋ

Ｏ
Ｂ
Ｅ
」
（
Ａ
Ｍ
神
戸
）
、
復
興
の
道
の

り
を
克
明
に
記
録
し
実
体
験
で
知
っ
た

危
機
管
理
の
重
要
性
を
説
い
た
『
神
戸

発
危
機
を
管
理
す
る
都
市
へ
』
（
金
芳

外
城
雄
編
・
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
文
庫
）
、

官
選
最
後
の
沖
縄
県
知
事
と
な
っ
た
兵

庫
県
出
身
の
島
田
叡
氏
と
荒
井
警
察
部

長
の
、
沖
縄
戦
で
の
命
を
か
け
た
真
実

を
描
い
た
『
沖
縄
の
島
守
』
（
田
村
洋

三
著
・
中
央
公
論
新
社
）
、
神
戸
新
聞

写
真
部
が
編
集
し
た
『
い
の
ち
の
ま
ほ

ろ
ば
』
が
あ
げ
ら
れ
た
。

特
に
『
い
の
ち
の
ま
ほ
ろ
ば
」
が
写

真
の
素
晴
ら
し
さ
と
と
も
に
、
兵
庫
の

自
然
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
か

を
、
動
植
物
を
通
し
て
知
る
こ
と
が
で

き
る
と
評
価
が
高
く
授
賞
決
定
と
な
っ

た
。

7０

凹
胴
胴
而
旧
旧
如
幻
浬
鯉
別
鯛
肥
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植
文
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賞

7１

ミニＦＭ局ＦＭわいわい

関西バングラディッシュ･プロ

ジェクト

古浄峯子

<神戸日豪協会副会長〉

兵庫県外国人学校協議会
藤岡重司

〈兵庫県海外同友会専務理事〉
高井恒昌

〈㈱千趣留学生奨学財団理寧長〉

西垣敬子<宝塚アフガニスタン

友好協会代表＞

張文乃

〈国際音楽徳会理事長〉

垂色

旧
一

特
定
非
営
利
活
動
法
人

ブ
レ
ー
ン
ヒ
ユ
ー
マ
ー
ー
ー
ア
イ
ー

多
様
性
を
追
求
す
る
若
者
集
団

～
国
際
交
流
部
門
～

～
国
際
交
流
部
門
～

■
選
考
経
過

ま
ず
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
被
災
当

事
者
を
は
じ
め
と
し
、
そ
の
後
の
復
旧
。

復
興
。
減
災
に
携
わ
る
市
民
。
学
者
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
企
業
。
行
政
・
国

際
機
羽
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
鞍
ど
が
窯
ま
る
亥
と

第
”
回
井
植
文
化
賞

的
に
多
様
性
を
尊
重
し
て
生
き
る
こ
と

が
出
来
る
環
境
つ
く
り
を
推
し
進
め
て
い

る
。
三
年
前
か
ら
は
、
ロ
ー
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
で
培
っ
た
〃
多
様
性
″
を
グ
ロ
ー

バ
ル
に
海
外
の
人
々
と
の
協
働
作
業
に
ま

で
結
実
さ
せ
て
い
る
。
二
○
○
一
年
度

に
は
、
高
校
生
二
十
人
が
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
国
号
詳
農
屍
２
国
巨
日
凹
巳
ご
甘
訂
目
画

陣
目
巴
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

貧
困
地
域
で
住
居
建
設
を
、
昨
年
は
ア

メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
と
フ
ィ
リ
ピ
ン

で
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
を
、
今
年
は

函
号
詳
鼻
烏
○
毘
国
巨
日
自
詳
割
冒
＆
餌
を

カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
し
て
イ
ン
ド
、
グ
ジ
ャ

ラ
ー
ト
州
で
西
部
地
震
の
被
災
者
の
住
居

を
、
ま
た
、
タ
イ
で
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の

支
援
を
行
う
好
善
社
と
の
協
力
で
療
養

所
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
建
設
に
携
わ
り
つ
つ
、

現
地
の
人
達
と
の
交
流
を
実
ら
せ
て
い
る
。

子
供
の
生
き
づ
ら
さ
は
実
は
大
人
自

身
の
未
熟
さ
や
生
き
づ
ら
さ
が
原
因
で
は

な
い
か
と
い
わ
れ
る
こ
の
社
会
で
、
若
者

達
が
自
身
の
力
で
子
供
た
ち
と
共
に
多

様
な
価
値
を
創
造
し
て
い
こ
う
と
す
る
逼

し
さ
に
熱
い
声
援
を
贈
り
た
い
。

〈
住
野
和
子
〉

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

●受賞者メモリアル

⑳
選
考
委
員

西
田
裕
〈
兵
庫
県
国
際
政
策
課
国
際
交
流
局
長
〉

住
野
和
子

〈
神
戸
ク
ロ
ス
カ
ル
チ
ユ
ラ
ル
セ
ン
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
イ
レ
ク
タ
ー
〉

石
坪
正
之
〈
神
戸
市
国
際
協
力
交
流
セ
ン
タ
ー
専
務
理
事
〉

1加藤一郎

<神戸日独鰭会名誉会長・

神戸大学名誉教授〉

2神戸日本／ﾁﾘ協会

３神戸ＹＭＣＡクロスカルチュ

ラルセンター／留学生ホス

トﾌｧﾐﾘｰプログラム

４CＨＩＣ

５アルカディア桧会

６神戸ブータン友好笛会

７海星病院ポﾗﾝﾃｨｱグﾙｰプ

８桑原泰業

〈関西日印文化腔今今烏〉

■
選
考
経
過

ま
ず
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
被
災
当

事
者
を
は
じ
め
と
し
、
そ
の
後
の
復
旧
。

復
興
。
減
災
に
携
わ
る
市
民
。
学
者
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
企
業
。
行
政
・
国

際
機
関
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
が
集
ま
る
核
と

な
る
場
と
し
て
、
二
○
○
二
年
に
設
立

さ
れ
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
Ｃ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
（
海
外
災

害
援
助
市
民
セ
ン
タ
ー
）
が
候
補
に
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
国
際
チ
ェ
ロ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
協

会
は
、
世
界
中
の
プ
ロ
・
ア
マ
チ
ュ
ア

の
チ
ェ
リ
ス
ト
千
名
以
上
が
集
う
大
規

模
な
チ
ェ
ロ
。
コ
ン
サ
ー
ト
と
チ
ェ
ロ

に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
、

人
間
の
共
生
と
永
久
平
和
を
願
う
活
動

が
評
価
さ
れ
た
。
ま
た
、
緊
急
医
療
活

動
を
行
っ
て
い
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
兵
庫
の
名

も
挙
げ
ら
れ
た
。
最
終
的
に
は
、
国
際

ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
事
業
に
も
力
を
入
れ

て
い
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ブ
レ
ー

ン
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
Ｉ
の
活
動
に
こ
れ

か
ら
の
期
待
も
込
め
て
受
賞
決
定
と
な
っ

た
。
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■
没
後
旧
年

９
月
７
日
命
日
に
寄
せ
て

■
鼎
談

森
本
泰
好

人
紬
戸
市
立
小
磯
記
念
美
術
館
協
議
会
委
員
Ｖ

伊
藤
誠

八
美
術
評
論
家
Ｖ

久
利
計
一

八
毒
信
雄
錘
汐
対
需
堂
代
表
取
締
役
Ｖ

鴨を語
る

7２

画
家
。
鴨
居
玲
が
突
然
他
界
し
て
か
ら
、
昭
年
に
な
る
。
没
後
加
年
を
前

に
、
鴨
居
と
生
前
親
し
か
っ
た
三
人
の
ゲ
ス
ト
を
お
迎
え
し
た
。
今
も
な
お

熱
狂
的
な
フ
ァ
ン
を
持
つ
彼
の
作
品
、
神
戸
で
も
非
常
に
目
立
っ
た
存
在
だ
っ

た
鴨
居
玲
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

「1982年私」発表の日（1982年）
東京・日動サロンで鴨居玲（左）久利計一（右）
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久利計一伊藤誠

7３

森本泰好

両
極
端
が
同
居
し
た
画
家

昭
和
配
年
、
す
ご
い
画
家
が

神
戸
に
や
っ
て
来
る
、
と
聞
い
た

ｌ
鴨
居
玲
さ
ん
と
は
、
ど
な
た
が
一
番
は
じ
め
に
出
会
っ

た
の
で
す
か
。

伊
藤
そ
れ
は
私
で
し
ょ
う
か
。
彼
が
来
る
前
か
ら
、
中

西
勝
画
伯
な
ん
か
に
「
今
度
関
西
に
す
ご
い
の
が
来
る
よ
」

と
聞
い
て
い
た
ん
で
す
。
金
沢
の
美
術
学
校
を
出
て
、
東

京
に
就
職
し
た
の
だ
が
う
ま
く
い
か
な
い
の
で
、
田
村
孝

之
助
の
仲
介
で
神
戸
に
来
た
。
昭
和
邪
年
に
来
て
、
翌
年
、

田
中
千
代
学
園
に
就
職
し
、
私
は
六
甲
洋
画
研
究
所
で
会

い
ま
し
た
。
画
家
と
し
て
か
な
り
期
待
さ
れ
て
い
ま
し
た

ね
。森
本
そ
れ
は
も
う
、
あ
の
美
専
の
卒
業
作
品
を
見
た
ら

そ
う
で
し
ょ
う
。
今
見
て
も
あ
の
作
品
は
い
い
で
す
よ
。

伊
藤
そ
れ
か
ら
よ
く
一
緒
に
飲
み
歩
く
よ
う
に
な
り
ま

し
た
が
ね
、
鴨
居
さ
ん
は
よ
く
酔
っ
て
け
ん
か
し
て
、
大

立
ち
回
り
を
や
っ
て
、
時
々
仲
間
と
ぼ
く
の
名
前
を
流
用

し
た
よ
う
で
す
（
笑
）
。
あ
る
朝
上
司
に
呼
ば
れ
て
い
く

と
、
昨
夜
お
前
ど
こ
に
い
た
、
と
聞
か
れ
る
ん
で
す
。
ぼ

く
に
は
ま
っ
た
く
身
に
覚
え
は
な
い
の
だ
け
れ
ど
、
誰
か

が
ぼ
く
の
名
刺
を
出
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。

森
本
よ
く
酔
っ
て
車
を
乗
り
回
し
て
事
故
起
こ
し
た
り

し
て
た
よ
ね
。

伊
藤
と
に
か
く
普
通
の
人
が
で
き
な
い
よ
う
な
自
由
さ

で
し
た
よ
ね
。
こ
れ
は
う
ら
や
ま
し
か
っ
た
で
す
。
絵
描

き
さ
ん
の
特
権
な
ん
で
し
ょ
う
け
ど
ね
。

森
本
こ
れ
は
最
終
的
に
結
論
に
な
っ
て
く
る
ん
だ
け
ど
、

あ
の
人
の
中
に
は
常
に
両
極
端
が
同
居
し
て
い
た
。
こ
れ
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が
魅
力
だ
っ
た
と
思
う
。
彼
は
転
宅
が
多
か
っ
た
け
れ
ど
、

移
動
型
と
い
う
の
は
狩
猟
民
族
な
ん
だ
よ
ね
。
彼
は
一
見

バ
タ
臭
い
け
れ
ど
、
「
お
れ
は
や
っ
ぱ
り
東
洋
人
だ
」
と

言
っ
て
い
た
。
６
年
間
の
海
外
生
活
を
し
て
、
そ
の
結
果

と
し
て
東
洋
人
だ
っ
た
と
。
も
っ
と
長
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

い
て
、
あ
あ
い
う
絵
を
描
か
せ
た
か
っ
た
人
は
い
っ
ぱ
い

い
た
と
思
う
け
れ
ど
、
本
人
は
帰
る
と
言
っ
て
帰
っ
た
。

一
方
で
、
非
常
に
破
滅
的
な
、
人
生
の
底
辺
を
理
念
的
に

追
い
か
け
て
い
く
よ
う
な
面
と
、
繊
細
な
日
本
人
の
無
常

感
と
い
う
の
を
身
に
つ
け
た
日
本
人
の
タ
イ
プ
と
、
両
方

が
同
居
し
て
い
て
、
そ
れ
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
ね
。
美
術

評
論
家
の
坂
崎
乙
郎
さ
ん
が
鴨
居
さ
ん
の
絵
を
「
昏
い
ロ

マ
ン
チ
シ
ズ
ム
」
と
言
っ
た
け
れ
ど
も
、
人
間
の
本
質
と

い
う
も
の
を
追
い
か
け
て
い
こ
う
と
い
う
理
念
的
な
こ
と

と
、
非
常
に
感
覚
的
な
こ
と
が
同
居
し
て
い
た
。
絵
の
専

門
家
で
は
な
い
、
絵
が
好
き
な
だ
け
の
ぼ
く
ら
み
た
い
な

好
事
家
が
惹
か
れ
る
と
こ
ろ
は
そ
こ
だ
っ
た
。
文
学
的
だ

と
言
わ
れ
た
の
は
そ
う
い
う
と
こ
ろ
だ
っ
た
と
思
う
。
両

極
端
が
、
マ
ー
ジ
ナ
ル
で
交
じ
っ
た
と
い
う
の
が
神
戸
の

ま
ち
に
似
合
っ
た
作
家
だ
と
思
う
。
神
戸
と
い
う
の
は
東

洋
と
西
洋
と
の
接
点
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
作
家
・
陳
舜
臣

が
言
っ
た
言
葉
で
「
鴨
居
は
神
戸
に
似
合
っ
た
作
家
だ
」

と
、
そ
う
い
う
意
味
で
、
今
、
地
震
の
あ
と
神
戸
が
復
興

課
程
で
思
い
悩
ん
で
い
る
ん
だ
け
ど
、
そ
の
神
戸
の
再
生

の
手
掛
か
り
を
求
め
る
の
に
、
鴨
居
を
再
評
価
し
た
ら
答

え
が
出
て
く
る
気
が
す
る
ん
で
す
。

久
利
両
極
端
は
す
ご
く
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

よ
ね
。
ぼ
く
は
そ
ば
で
見
て
い
て
、
浪
花
節
だ
な
あ
と
思

う
と
こ
ろ
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
と
お
金
な
ん

か
も
バ
ー
ツ
と
使
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
、
と
て
も
細

か
か
っ
た
で
す
よ
ね
。
晩
年
で
も
、
貯
金
は
こ
う
し
て
と

か
い
う
話
が
多
く
て
、
ぼ
く
な
ん
か
絵
の
話
よ
り
、
貯
金

の
話
の
方
が
多
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
よ
（
笑
）
。

そ
の
わ
り
に
、
で
は
通
帳
は
ど
こ
に
置
く
か
と
い
っ
た
ら

犬
小
屋
の
下
に
置
い
て
お
く
と
か
（
笑
）
ど
こ
か
抜
け
て

い
る
ん
で
す
よ
。
大
き
く
広
が
っ
た
る
抜
け
た
り
す
る
の

が
魅
力
で
し
た
ね
。
さ
っ
き
森
本
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た

神
戸
の
良
さ
に
も
つ
な
が
り
ま
す
が
、
ぼ
く
が
思
う
に
鴨

居
さ
ん
は
何
を
し
て
も
縛
ら
れ
な
い
、
こ
ん
な
ん
し
た
ら

あ
の
人
に
悪
い
と
か
、
あ
の
先
輩
に
気
を
使
う
と
い
う
こ

と
が
な
か
っ
た
の
で
、
鴨
居
さ
ん
は
楽
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
ね
。

森
本
今
の
神
戸
で
い
ち
ば
ん
問
題
な
の
は
、
活
力
が
な

い
こ
と
だ
と
思
う
。
宮
崎
辰
雄
市
長
時
代
の
す
ば
ら
し
い

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
あ
っ
て
、
あ
と
に
つ
な
が
る
の
が
都

市
経
営
に
自
信
を
も
ち
す
ぎ
た
ん
だ
と
思
う
。
自
信
を
も

ち
す
ぎ
る
と
選
択
の
幅
が
せ
ま
く
な
っ
て
、
多
様
性
が
な

く
な
っ
て
活
力
が
な
く
な
る
。
だ
か
ら
こ
ん
な
と
き
に
マ
ー

ジ
ナ
ル
な
鴨
居
さ
ん
の
仕
事
を
再
評
価
し
て
み
る
と
お
も

し
ろ
い
と
思
い
ま
す
ね
。

伊
藤
お
ふ
た
り
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
二
面
性
は
持
っ

て
い
ま
し
た
ね
。
若
い
頃
は
鴨
居
さ
ん
も
私
も
両
方
も
ろ

に
出
し
て
い
た
か
ら
よ
く
ケ
ン
カ
し
ま
し
た
。
鴨
居
さ
ん

は
自
分
の
仕
事
に
関
し
て
核
心
を
つ
か
れ
る
と
キ
ッ
と
な

る
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
晩
年
は
自
分
の
繊
細
な
面

は
、
私
に
は
見
せ
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
、

自
殺
騒
ぎ
が
何
回
か
あ
っ
た
な
ん
て
私
は
全
然
知
ら
な
か
っ

た
。
大
ら
か
な
ゆ
っ
た
り
し
た
一
面
ば
か
り
見
て
い
ま
し

た
。
私
も
、
仕
事
に
関
し
て
こ
ま
か
い
こ
と
は
言
わ
ん
と

こ
と
思
い
ま
し
た
し
、
む
こ
う
が
言
い
出
す
ま
で
ア
ト
リ

エ
に
も
入
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
家
に
も
何
回
か
行
き

ま
し
た
が
、
ア
ト
リ
エ
へ
行
こ
う
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ

た
で
す
ね
。

久
利
ぽ
く
は
何
回
か
ア
ト
リ
エ
へ
上
が
ら
さ
れ
ま
し
た
。
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と
い
っ
て
も
絵
を
見
せ
て
意
見
は
何
も
求
め
な
い
ん
で
す

よ
。
た
だ
ど
な
い
思
う
、
と
ひ
と
り
ご
と
の
よ
う
に
聞
か

れ
る
だ
け
で
。

伊
藤
私
は
仕
事
の
立
場
上
ず
ぱ
っ
と
言
っ
た
ん
で
す
が
、

悪
く
言
っ
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
よ
。
特
に
紙
面
に
書

く
と
き
は
悪
い
こ
と
は
書
か
な
い
。
そ
の
人
が
い
い
か
ら

ど
な
た
も
取
り
上
げ
る
わ
け
で
す
が
、
彼
は
そ
こ
に
つ
っ

か
か
っ
て
き
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
も
と
で
大
ゲ
ン
カ
に
な
っ

て
、
以
後
、
こ
う
い
う
こ
と
を
や
ろ
う
と
思
う
が
と
か
、

こ
の
人
の
作
品
を
ど
う
見
る
か
と
か
い
う
打
診
は
あ
っ
て

も
、
あ
ま
り
何
も
言
わ
な
く
な
っ
た
。
私
が
紙
面
に
他
の

人
の
い
い
こ
と
を
書
く
で
し
ょ
う
、
す
る
と
黙
っ
て
絵
を

見
に
と
ん
で
い
っ
て
、
「
見
て
来
た
け
ど
あ
な
た
の
言
う

通
り
だ
っ
た
」
と
言
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

久
利
晩
年
、
東
京
で
個
展
を
し
た
と
き
に
、
ぼ
く
も
つ

い
て
い
っ
た
の
で
す
が
、
朝
ホ
テ
ル
で
新
聞
を
読
ん
だ
ら
、

鴨
居
さ
ん
の
個
展
に
つ
い
て
あ
ま
り
い
い
こ
と
が
書
か
れ

て
い
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
会
場
へ
行
っ
て
か
ら
「
新
聞

を
持
っ
て
き
て
く
れ
」
と
言
う
の
で
、
む
こ
う
の
方
が
そ

の
記
事
を
は
ず
し
て
持
っ
て
き
た
ん
で
す
。
す
る
と
「
ま

だ
あ
る
や
ろ
」
と
怒
ら
れ
て
、
そ
の
後
（
記
事
を
書
い
た
）

評
論
家
が
控
室
に
来
て
、
延
々
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。

「
こ
う
い
う
展
覧
会
に
つ
い
て
は
悪
い
こ
と
書
い
て
も
ら
っ

た
方
が
い
い
。
ほ
め
て
も
ろ
た
ら
あ
か
ん
ね
ん
」
と
言
わ

れ
、
え
ら
い
先
生
や
な
と
思
い
ま
し
た
よ
。

伊
藤
そ
れ
は
年
を
と
ら
れ
た
せ
い
も
あ
る
で
し
ょ
う
ね
。

以
前
神
戸
新
聞
で
織
田
正
吉
さ
ん
と
の
座
談
会
の
席
で
、

「
芸
術
と
い
う
の
は
見
る
手
の
人
生
観
を
変
え
る
く
ら
い

の
も
の
で
な
く
て
は
意
味
が
な
い
。
私
は
そ
う
い
う
も
の

を
作
り
た
い
」
と
言
っ
て
い
る
の
を
聞
い
て
、
あ
あ
変
わ
っ

て
き
て
く
れ
た
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
若
い
頃
ケ
ン
カ

し
て
よ
か
っ
た
な
と
。

恒当

国

i鰯 蝋

皇Ｍ
型勺

ー

’鍵
(写真左）1958年オリエンタルホテルにて。左から姉・

鴨居羊子、鴨居玲、田中千代、田村孝之介
夫人

(写真右）京町筋「赤ひょうたん」にて、左から鴨居、
森本、若林和夫（在ブラジル）

写真提供／森本泰好
皇

ｇ
“
昨
Ｐ
』

ﾘク

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



森
本
両
極
端
と
い
え
ば
、
鴨
居
は
「
絵
と
い
う
も
の
は

努
力
す
る
も
の
じ
ゃ
な
い
。
世
の
中
は
努
力
す
れ
ば
何
と

か
な
る
と
い
う
言
い
方
が
あ
る
け
れ
ど
、
そ
れ
は
ち
が
う
。

努
力
で
絵
が
描
け
る
な
ら
お
れ
は
絵
描
き
に
は
な
ら
ん
」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
一
方
で
、
も
の
を
考
え
る
の
が
苦

手
だ
か
ら
身
体
で
苦
し
み
た
い
と
い
っ
て
、
裸
婦
の
デ
ッ

サ
ン
を
連
続
し
て
川
枚
描
い
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
片
方

で
努
力
を
否
定
し
な
が
ら
、
努
力
を
せ
ず
に
い
ら
れ
な
か
っ

た
ん
で
し
ょ
う
。

伊
藤
彼
の
画
業
の
中
で
は
小
さ
な
こ
と
で
す
が
、
一
時

抽
象
へ
走
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
よ
ね
。
彼
は
大
ら
か
な

よ
う
で
い
て
、
何
か
新
し
い
こ
と
を
や
ら
な
き
ゃ
い
か
ん

と
常
に
言
っ
て
い
ま
し
た
。
三
角
形
の
カ
ン
バ
ス
を
作
っ

た
り
ね
。
新
し
い
こ
と
を
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か

と
い
う
の
は
と
て
も
苦
し
ん
で
い
ま
し
た
ね
。
ベ
ル
ギ
ー

に
ス
ピ
リ
ァ
ー
ル
ト
と
い
う
画
家
が
い
ま
し
て
、
鴨
居
さ

ん
に
似
た
暗
い
絵
を
描
く
の
だ
け
れ
ど
、
鴨
居
さ
ん
の
絵

は
暗
い
け
れ
ど
も
、
そ
こ
に
は
フ
ァ
イ
ト
が
わ
い
て
く
る

よ
う
な
何
か
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
あ
れ
は
難
し
い
。
さ
す

が
鴨
居
さ
ん
と
思
い
ま
す
ね
。
同
じ
世
代
で
た
く
さ
ん
人

物
を
描
い
て
い
た
人
が
い
た
中
で
、
鴨
居
さ
ん
だ
け
が
残
っ

て
い
る
の
は
、
何
か
ひ
き
つ
け
ら
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
の

で
し
ょ
う
。
暗
い
一
方
で
は
な
い
ん
で
す
よ
。
「
廃
兵
」

で
も
酔
っ
ぱ
ら
っ
た
男
で
も
、
下
へ
だ
ら
り
と
い
っ
て
し

ま
う
だ
け
で
な
く
て
、
ぐ
っ
と
立
ち
上
が
る
よ
う
な
何
か

を
秘
め
て
い
る
ん
で
す
よ
。

久
利
下
地
に
赤
を
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
し
ね
。

森
本
坂
崎
さ
ん
の
言
う
「
昏
い
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
」
な

ん
で
す
よ
。
暗
い
一
本
の
絵
で
は
な
い
。
絵
画
と
い
う
の

は
や
は
り
生
と
死
を
扱
う
も
の
だ
か
ら
、
鴨
居
く
ん
自
身

も
死
に
際
を
最
後
の
モ
チ
ー
フ
に
し
た
い
と
言
っ
て
い
ま

し
た
ね
。

(写真右）1973年マドリードの鴨居玲が住むマンションの前で。もたれているのは鴨居玲の愛車
(写真左）1974年鴨居と共に神戸二紀会に所属する画家・西村功のパリのアトリエで久し振りに顔を合わせた鴨居、西村、伊藤（左より）

写真提供／伊藤誠
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久
利
鴨
居
さ
ん
は
最
後
、
宮
沢
賢
治
を
描
く
と
言
っ
て

い
た
ん
で
す
よ
。
（
亡
く
な
っ
た
年
の
）
９
月
に
は
う
ち

の
店
で
個
展
を
し
よ
う
と
言
っ
て
い
た
の
で
、
額
縁
も
決

め
て
、
そ
の
と
き
に
、
長
く
描
き
続
け
て
き
た
裸
婦
は
打

ち
止
め
に
し
て
、
今
度
は
宮
沢
賢
治
を
描
く
と
言
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
の
本
が
、
亡
く
な
っ
た
あ
と
た

く
さ
ん
届
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
な
ぜ
か
注
文
し
て
い
た

靴
と
。
や
は
り
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
日
本
へ
回
帰
し
て

お
ら
れ
た
の
だ
な
と
思
い
ま
す
ね
。
宮
沢
賢
治
の
「
雨
ニ

モ
マ
ケ
ズ
」
な
ん
か
読
ん
で
い
る
と
、
あ
れ
は
経
文
だ
な

と
思
い
ま
す
。

森
本
ぼ
く
は
宮
沢
賢
治
が
嫌
い
だ
か
ら
反
対
し
た
け
れ

ど
。
彼
が
描
き
た
い
と
言
っ
て
ぼ
く
が
反
対
し
た
の
は
２

回
あ
っ
て
、
ひ
と
つ
は
パ
リ
に
い
る
と
き
に
彼
が
人
形
を

描
こ
う
か
と
思
う
と
い
う
の
で
、
そ
ん
な
血
の
通
っ
て
な

い
も
の
を
描
く
の
は
や
め
と
け
と
言
っ
た
。
ふ
た
つ
め
は

宮
沢
賢
治
。

伊
藤
賢
治
は
描
い
て
ほ
し
か
っ
た
な
あ
。

久
利
９
月
か
ら
描
く
と
言
っ
て
ま
し
た
か
ら
、
た
く
さ

ん
資
料
が
う
ち
に
届
い
て
い
ま
し
た
よ
。

伊
藤
金
沢
の
石
川
県
立
美
術
館
へ
収
蔵
さ
れ
る
と
い
っ

て
、
彼
も
非
常
に
喜
ん
で
い
た
「
一
九
八
二
年
私
』
と

い
う
作
品
だ
け
れ
ど
、
あ
れ
が
彼
の
代
表
作
に
な
っ
て
し

ま
う
と
し
た
ら
少
し
さ
み
し
い
と
思
う
ん
で
す
よ
。

森
本
ま
っ
た
く
同
感
。
で
も
あ
れ
以
上
生
き
て
い
た
と

し
て
、
果
た
し
て
あ
の
作
品
以
上
の
も
の
を
描
け
た
か
ど

う
か
は
疑
問
だ
と
思
う
ね
。
彼
の
絵
の
こ
と
に
つ
い
て
い

え
ば
、
目
の
扱
い
方
は
日
本
の
仏
像
に
触
発
さ
れ
て
あ
あ

い
っ
た
描
き
方
を
し
て
い
る
と
ど
こ
か
で
書
い
て
い
ま
し

た
が
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
も
東
洋
的
だ
っ
た
の
か
な
。

鴨
居
玲
と
日
本
的
な
も
の

久
利
鴨
居
さ
ん
の
世
界
を
創
っ
た
の
は
、
日
本
的
な
誇

り
だ
と
思
う
。
当
時
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
た
女
性
と
な
ぜ

う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
か
と
考
え
た
と
き
に
、
ぼ
く
が
鴨

居
さ
ん
て
お
も
し
ろ
い
考
え
方
を
す
る
な
と
思
っ
た
の
は
、

彼
女
と
ケ
ン
カ
し
て
、
彼
女
が
「
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
！
」

と
言
う
と
、
鴨
居
さ
ん
は
「
あ
な
た
は
カ
タ
カ
ナ
で
謝
る
」

と
言
う
ん
で
す
よ
。

伊
藤
彼
女
は
日
本
的
情
緒
が
あ
る
よ
う
で
、
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
日
本
人
よ
り
も
ロ
シ
ア
人

の
血
が
濃
か
っ
た
よ
う
で
す
。
鴨
居
さ
ん
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
滞
在
中
、
私
が
訪
ね
た
と
き
は
彼
女
と
の
仲
も
平
穏
に

見
え
た
し
、
食
事
を
作
る
の
を
手
伝
お
う
と
言
っ
た
り
や

さ
し
か
っ
た
。
鴨
居
さ
ん
と
私
と
ふ
た
り
で
街
を
歩
い
た

り
し
た
ん
で
す
が
、
ふ
た
り
と
も
フ
ラ
ン
ス
語
が
だ
め
で

ね
、
あ
の
美
術
館
に
行
き
た
い
け
れ
ど
道
が
解
ら
な
い
か

ら
人
に
聞
こ
う
と
言
う
ん
だ
け
れ
ど
も
、
鴨
居
さ
ん
は

「
お
れ
が
知
っ
て
る
か
ら
い
い
よ
」
と
言
い
な
が
ら
ぐ
る

ぐ
る
迷
う
ん
で
す
よ
（
笑
）
。
確
か
に
隣
り
に
日
本
人
が

い
た
ら
、
ヘ
タ
な
フ
ラ
ン
ス
語
な
ん
か
聞
か
せ
た
く
な
い

で
す
か
ら
ね
、
こ
れ
は
わ
か
り
ま
す
よ
。
鴨
居
さ
ん
は
、

言
葉
に
関
し
て
は
彼
女
に
頼
っ
て
い
た
感
じ
で
し
た
ね
。

あ
の
人
が
い
な
か
っ
た
ら
外
国
生
活
は
無
理
だ
し
、
そ
の

方
が
絵
に
集
中
で
き
て
い
い
。
う
ま
く
ふ
た
り
で
続
い
て

い
く
だ
ろ
う
と
想
像
し
た
け
れ
ど
…
。

久
利
そ
の
女
性
の
お
母
さ
ん
が
「
あ
の
子
は
偉
い
子
な

の
よ
」
と
自
分
の
娘
を
誉
め
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
て
、

「
み
ん
な
に
も
の
を
配
る
と
き
に
、
あ
と
３
つ
し
か
な
い

と
言
っ
た
ら
、
他
の
子
を
除
け
て
前
へ
行
く
の
よ
、
こ
ん

な
に
偉
い
子
な
の
よ
」
と
言
う
ん
で
す
。
そ
れ
を
ぼ
く
の

母
親
に
言
っ
た
ら
、
そ
れ
は
当
時
、
国
際
結
婚
を
す
る
方

な
ら
、
そ
う
で
な
く
て
は
や
っ
て
い
け
な
か
っ
た
の
よ
と

言
っ
て
い
ま
し
た
が
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
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森
本
ぼ
く
が
覚
え
て
い
る
中
で
い
ち
ば
ん
「
鴨
居
さ
ん

ら
し
い
な
」
と
い
う
思
い
出
は
、
鴨
居
さ
ん
が
黒
い
ス
ー

ツ
を
着
て
い
る
ん
だ
け
ど
、
真
っ
赤
な
裏
地
が
つ
い
て
い

る
ん
で
す
よ
。
そ
れ
を
と
き
ど
き
ち
ら
ち
ら
さ
せ
る
ん
だ

よ
ね
、
こ
れ
に
気
付
い
て
く
れ
と
い
わ
ん
ば
か
り
に
（
笑
）
。

ぼ
く
ら
が
そ
れ
に
気
づ
く
と
ご
機
嫌
な
ん
だ
な
。
と
て
も

ダ
ン
デ
ィ
な
男
で
し
た
。

久
利
外
車
に
乗
っ
て
ト
ア
ロ
ー
ド
を
走
っ
て
い
て
も
、

信
号
で
長
い
こ
と
停
ま
る
ん
で
す
よ
、
み
ん
な
が
見
て
る

か
ら
（
笑
）
。
も
う
青
で
す
よ
と
言
っ
て
も
、
ま
だ
見
て

い
る
か
ら
も
う
少
し
停
ま
っ
て
い
る
と
言
っ
た
り
。

伊
藤
パ
リ
で
も
と
て
も
ゆ
っ
く
り
車
を
走
ら
せ
て
い
ま

し
た
よ
（
笑
）
。

ｌ
滞
欧
中
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
あ
り
ま
す
か
．

伊
藤
パ
リ
で
鴨
居
さ
ん
と
ピ
カ
ソ
ら
の
「
洗
濯
船
展
」

を
見
た
ん
で
す
よ
。
ふ
た
り
と
も
と
て
も
興
奮
し
て
、
こ

の
ま
ま
帰
れ
ん
と
言
っ
て
飲
み
歩
い
た
ん
で
す
が
、
帰
り

道
で
小
雨
が
降
り
、
枯
葉
が
舞
っ
て
き
て
、
な
ん
と
も
い

い
雰
囲
気
。
神
戸
に
い
る
よ
う
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

森
本
ぼ
く
が
行
っ
た
と
き
も
空
港
に
迎
え
に
き
て
く
れ

た
な
。
（
愛
犬
）
チ
ー
タ
を
連
れ
て
ね
。
チ
ー
タ
は
で
か

い
か
ら
よ
く
目
立
つ
ん
だ
な
（
笑
）
。

伊
藤
一
回
ね
、
私
が
乗
っ
た
パ
リ
発
ニ
ー
ス
行
き
の
飛

神
戸
一
ダ
ン
デ
ィ
な
男

パ
で
は
鴨
居
さ
ん
は
と
て
も
楽
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
日
本

に
帰
っ
た
ら
、
鴨
居
さ
ん
は
彼
女
の
こ
と
を
「
お
母
さ
ん
」

と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
例
え
ば
夫
婦
で
ケ
ン
カ
し
て
も
、

日
本
人
は
ふ
く
れ
な
が
ら
も
「
お
風
呂
ど
う
し
ま
す
」
と

か
言
っ
て
擦
り
合
せ
し
な
が
ら
い
く
け
れ
ど
、
彼
女
は
そ

れ
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。

ｌ
さ
き
ほ
ど
も
鴨
居
さ
ん
を
見
直
し
た
ら
と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
し
た
が
、
最
後
に
、
鴨
居
さ
ん
と
神
戸
に
つ
い

て
い
か
が
で
す
か
。

伊
藤
晩
年
の
話
を
す
る
と
、
私
は
（
姫
路
市
立
美
術
館

副
館
長
と
し
て
）
姫
路
に
行
き
ま
し
て
、
鴨
居
さ
ん
も
奥

様
と
ふ
た
り
で
何
か
の
展
覧
会
に
来
て
く
れ
た
ん
で
す
よ
。

す
る
と
館
の
者
も
あ
の
ふ
た
り
を
日
本
人
だ
と
思
わ
な
い

神
戸
の
街
が
鴨
居
玲
を
再
評
価
し
て
ほ
し
い

行
機
が
欠
航
し
て
、
パ
リ
で
一
泊
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ん

で
す
よ
。
そ
の
と
き
、
乗
客
の
中
に
日
本
人
の
お
嬢
さ
ん

が
い
ら
し
て
、
航
空
会
社
の
方
が
私
に
、
ニ
ー
ス
ま
で
エ

ス
コ
ー
ト
し
て
く
れ
な
い
か
と
頼
ま
れ
た
ん
で
す
。
私
も

そ
れ
を
引
き
受
け
ま
し
て
、
パ
リ
に
い
た
鴨
居
さ
ん
を
呼

ん
で
一
緒
に
食
事
を
し
た
ん
で
す
。
そ
の
お
嬢
さ
ん
は
、

バ
レ
リ
ー
ナ
で
す
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
女
学
生
の
よ

う
に
見
え
ま
し
て
、
私
は
彼
女
に
、
こ
の
人
は
鴨
居
さ
ん

と
い
う
方
で
、
神
戸
の
画
家
で
と
一
生
懸
命
説
明
し
た
ん

で
す
。
途
中
、
私
た
ち
と
一
緒
に
な
っ
て
、
そ
の
お
嬢
さ

ん
が
タ
バ
コ
を
吸
い
出
し
た
ん
で
す
。
す
る
と
鴨
居
さ
ん

は
、
あ
な
た
は
吸
う
の
は
や
め
な
さ
い
、
と
注
意
し
ま
し

て
ね
。
と
い
う
の
も
、
そ
の
女
性
が
女
学
生
の
よ
う
に
若

く
見
え
た
か
ら
な
ん
で
す
が
、
鴨
居
さ
ん
と
別
れ
た
翌
朝
、

ホ
テ
ル
で
彼
女
を
朝
食
に
誘
っ
た
と
き
に
、
そ
の
女
性
が

バ
レ
リ
ー
ナ
の
森
下
洋
子
さ
ん
だ
と
わ
か
っ
た
ん
で
す
よ
。

私
は
び
っ
く
り
し
て
、
そ
の
後
で
鴨
居
さ
ん
に
電
話
し
た

ら
彼
も
と
て
も
驚
い
て
い
ま
し
た
。
て
っ
き
り
女
学
生
だ

と
ば
か
り
思
っ
て
失
礼
な
こ
と
を
言
っ
て
し
ま
っ
た
と

（
笑
）
。
ニ
ー
ス
の
空
港
に
は
、
当
時
婚
約
中
で
お
ら
れ
た

清
水
哲
太
郎
さ
ん
が
迎
え
に
来
ら
れ
て
い
て
、
丁
寧
に
ご

挨
拶
を
さ
れ
ま
し
て
、
本
当
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
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い
い
か
ら
お
客
様
が
来
る
と
い
う
店
を
作
り
な
さ
い
と
。

質
の
面
で
も
あ
の
人
は
目
立
つ
何
か
を
持
っ
て
い
た
と
思

う
ん
で
す
。
そ
れ
を
あ
の
人
は
上
手
に
活
用
し
て
い
た
し
、

で
す
か
と
。
そ
れ
ほ
ど
目
立
つ
存
在
だ
っ
た
ん
で
す
。
姫

路
で
も
そ
う
だ
し
、
神
戸
の
こ
の
モ
ダ
ン
な
雰
囲
気
の
中

頼
っ
た
商
売
を
し
な
い
と
い
う
こ
と
、

使
っ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
の
原
点
は
鴨

久 あ
る
意
味
で
は
絵
の
中
に
も
そ
れ
が
入
り
込
ん
で
い
た
の

ん
で
す
よ
。

あ
っ
た
か
ら
た
ま
た
ま
こ
こ
を
通
り
か
か
っ
て
こ

居
さ
ん
の
言
葉
で
す
。

飾
り
た
い
と
か
い
う
の
と
同
じ
で
、
こ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
が

わ
れ
ま
し
た
。

と
し
て
金
銭
の
美
学
を
持
ち
な
さ
い
」

と
思
い
ま
す
ね
。

の
鴨
居
さ
ん
だ
と
言
》

よ で
も
目
立
っ
た
存
在
で
し
た
。

お
客
様
を
ひ
つ

き
で
は
な
い
と
、
自
分
た
ち
が
独
立
し
た
力
を
も
っ
て
、

イ
ベ
ン
ト
や
権
力
に
頼
っ
た
商
売
を
神
戸
は
し
て
い
く
べ

入
っ
た
と
い
う
の
で
は
な
く
て
、

で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
す
る
ん
で
す
。

伊思森伊しら森で
は
な
く
、

服
装
だ
け
で
な
し
に
、
資

本
あ
れ
だ
け
の
デ
ッ
サ
ン
カ
を
持
っ
て
い
た
の
だ
か

、
ぼ
く
は
や
は
り
、
最
後
ま
で
人
物
を
つ
き
つ
め
て
ほ

か
っ
た
。

藤
い
い
と
こ
ろ
へ
帰
っ
た
ん
で
し
ょ
う
。

本
そ
う
い
う
意
味
で
、
帰
っ
た
こ
と
は
良
か
っ
た
と

》
っ
Ｏ
藤
安
井
賞
を
も
ら
っ
た
こ
と
が
自
信
に
つ
な
が
っ
た

利
ぼ
く
は
今
「
町
衆
」
と
い
う
言
葉
を
商
人
と
し
て

と
。
鴨
居
さ
ん
が
こ
ん
な
賞
を
と
っ
た
か
ら
と
い
う
の

あ
れ
は
ど
こ
の
方
で
す
か
と
言
う
の
で
神
戸

鴨
居
さ
ん
の
絵
が
い
い
か
ら
買
い
た
い
と
か

ぱ
っ
て
く
る
と
い
う
考
え
を
鴨
居
さ
ん
か

そ
れ
は
例
え
ば
、
い
わ
ゆ
る
イ
ベ
ン
ト
に

つ
と
、
あ
あ
、
あ
の
人
が
鴨
居
さ
ん

鴨
居
さ
ん
は
よ
く
ぼ
く
に
「
商
人

の
店
に

う
ち
だ
っ
た
ら
眼
鏡
が

と
い
う
こ
と
を
言

そ
れ
も
あ
り
ま
す

1946(昭和21)年

1948<昭和23)年

1952(昭和27)年

1959(昭和34)年

1961(昭和36)年

1965(昭和40)年

1969(昭和44)年

1971(昭和46)年

1979(昭和54)年

1980(昭和55)年

1982(昭和57)年

1984(昭和59)年

1985(昭和60)年

7９

ら
学
ん
だ
気
が
し
ま
す
。
最
後
に
い
ろ
い
ろ
な
も
の
か
ら

離
れ
て
い
っ
て
、
た
く
さ
ん
や
る
べ
き
こ
と
が
あ
る
、
時

間
が
な
い
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
時
間
が
な
い
、

そ
れ
は
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

森
本
ぼ
く
が
さ
ん
ち
か
に
勤
め
て
さ
ん
ち
か
広
場
を
作
っ

た
と
き
に
、
神
戸
の
顔
で
あ
る
あ
の
場
所
に
ホ
ー
ル
を
作

る
な
ら
、
何
か
文
化
的
な
還
元
を
し
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
思
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
考
え
方
に
、
鴨
居
さ
ん

は
非
常
に
共
鳴
し
て
く
れ
ま
し
た
ね
。
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ

で
宣
伝
し
て
く
れ
ま
し
た
。

伊
藤
彼
は
他
の
画
家
の
展
覧
会
に
招
待
さ
れ
て
も
、
招

待
券
を
絶
対
に
使
い
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。
ひ
と
り
の
画
家

と
し
て
お
金
を
出
し
て
、
対
等
に
作
品
を
見
る
ん
だ
と
よ

く
言
っ
て
い
ま
し
た
。

森
本
画
家
の
真
価
が
定
ま
る
の
は
、
没
後
卵
年
だ
と
い

い
ま
す
か
ら
、
鴨
居
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
再
評
価
に
期
待

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

【鴨居玲略歴】

1928(昭和３)年 ２月３日石川県金沢市に生まれる。（1927年大

阪生まれという説もある）姉はデザイナーの鴨

居羊子。

金沢美術工芸専門学校に入学。

第２回二紀展に初入選。

田中千代服装学園（芦屋）の講師となる。六甲

洋画研究所で後進の指導にあたる。

ヨーロッパに渡る。

パリから帰国。神戸にアトリエを持つ。二紀会

脱退（1968年に再び会員に)。

ブラジルを流浪、パリに渡る。

「静止した刻」で第１２回安井賞受賞。

スペイン・ラマンチャに住む。その後1976年ま

で制作を続け、帰国。

神戸新聞出版センターより素描集「酔って候」
出版。

神戸市文化賞受賞

銀座で閥居玲展開催。再び二紀会脱退。

兵庫県文化賞受賞。

「鴨居玲画集一夢候」出版。９月７日、自宅に

て急逝。自殺か事故か真相がはっきりしていな

い。
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やったぞ､／天使の完成じゃノ

皇の天使に世間を歩かせ□の心左ひろめるのＵや
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8１

ヨ
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く

あれから２４時閏‘…．
ご‘うしてますかねあのうと使

そろそろもと’1って
く

受

るころじゃ

世間の毒に
弓診かりやられた

で‘すね

午

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m


